
「（９）エネルギー安全保障上の問題」
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● 日本は政府が原子力をエネ

ルギー自給率向上のかなめ

と位置付けて、優遇政策を

続けてきたが、エネルギー

自給率は長らく20％前後

で頭打ち。

● 原発は新規立地が厳しく、

また巨額の初期投資を要す

ることから、増加は望み薄。

● 2011年の事故により低下

したが、その後増加傾向に

あったのは再エネが増加し

た結果。
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英国

ドイツ
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エネルギー自給率

出典：IEA Website, Atlas of Energy
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日本の濃縮ウランはどこから来ているか？
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出典：日本における発電技術のライフサイクルCO2排出量総合評価 ロシア依存度の出典は
2010年3月の経産資料

※濃縮についてはロシアでの濃縮比率を 10%とし、その他の国については各国の生産容量比で国別の濃縮役務比率を想定
ロシア分については、資源エネルギー庁、「原子力国際展開について」、自民党電源立地及び原子力等調査会、2010年3月22日より



老朽化が進むフランス原発

約8割の電力供給を原発に依存するフランスで

は、原発の老朽化が進み、トラブルなどで停止す

る原発が続出。発電電力量が低下して、電力危

機に拍車をかけている。

1. 日本の原発も多くが老朽化している

2. 今後、フランス同様にトラブルが起きない保証

はどこにもない。現実に、関西電力高浜３・４で

は、近年、定期検査の長期化が連続している

3. 原発は安定電源だとされているが、むしろ、電

力供給のリスクとなりうる
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2022年11月28日
第34回原子力小委員会資料3を修正

追加延長の条件を限
定的にすると言いな
がら、状況に応じて見
直し可能しているこ

とから、上限なし案と
の違いは存在しない

ことになる。

利用政策が規制に優越し
ない限り、この評価はで
きない。運転期間長期化
により、安全性の立証難

易度は高まる。結果、規制
が稼働許可を出さない可

能性がある。



規制庁の経産省との事前すり合わせ問題
13

日時 概要

2021年7月ごろ 原発運転期間延長案が浮上

7月ごろ

金城原子力規制企画課長、7月就任時に、
前任者（現・原子力規制部長）から「運転期
間については次長に相談しながらやるよ
うに」と引き継ぎを受ける

7月28日～
規制庁、経産省と運転期間延長について
複数回面談・電話で打ち合わせ

8月24日
GX実行会議で首相が原発運転期間延長
を含めた検討指示

9月22日
31回原子力小委員会で運転期間延長に
関する検討開始

9月28日
41回原子力規制委で規制庁に運転期間
延長について経産省にヒアリングするた
めの調整を指示

10月5日
42回原子力規制委で経産省から運転期
間延長をヒアリング、規制庁に検討を指
示

11月2日
4８回原子力規制委で規制庁が運転期間
延長の検討結果を報告、方針を概ね了承

各レベルで打合せ？



原子力規制庁の組織・人事
14

原子力規制庁歴代幹部

原子力規制庁創設から10年となる2022年7月、局長級以上の３幹部、総括審議官級以上の５幹部を経産省出身者が初めて独占

注：2014年7月に部長ポストを核物質・放射線総括審議官に格上げ
2017年4月に総括審議官級の技術総括審議官ポストを局長級の原子力規制技監に格上げ。



福島第一4号プール火災仮想事故シミュレーション（フランク・フォンヒッペルら）

実際の福島第一事故(3/15/2011)

避難人口: 8万8000人

面積 1100 km2

MBq/m2

≧ 0.5
≧ 1.5
≧ 4.5

仮想プール火災
2011年4月9日

仮想プール火災
2011年3月19 日

実際の
セシウム137

汚染

福島
第一

HYSPLIT大気拡散モデル 計算 当日の天候

海岸側への風(4/9/2011) 陸地側への風(3/19/2011)

避難人口: 80万人 避難人口: 2900万人

面積 2600 km2 面積 2万5000 km2

15

※セシウム137 汚染≧ 1.5 MBq/m2 (オレンジ)で住民避難と想定 （福島・チェルノブイリと同等）

原子力事故は生活を一変させる。

場合によっては国が亡ぶ。
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